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・�

泊
支
所
施
設
整
備
事
業

１
億
65
万
円

　

法
定
耐
用
年
数
が
残
り

１
年
と
な
っ
た
泊
支
所

は
、
新
耐
震
基
準
に
よ
り

補
強
工
事
が
必
要
と
な
っ

た
。

　

ま
た
、
地
震
時
の
津
波

に
備
え
た
緊
急
避
難
場
所

と
し
て
の
機
能
確
保
の
た

め
、
改
修
工
事
を
行
う
。

耐
震
補
強
工
事
に
着
手

☆
一
般
会
計

　

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

れ

６

４

８

３

万

円

を

減

額

し

、

補

正

後

の

予

算

の

総

額

を

１
３
３
億
６
６
６
５
万
円

と
す
る
。

・�

若
者
夫
婦・子
育
て
世
代

住
宅
支
援
事
業４１

６
万
円

　

若
者
夫
婦
・
子
育
て
世

代
の
、
住
宅
新
築
・
購
入

経
費
を
支
援
し
、
定
住
促

進
を
は
か
る
。

　

新
た
な
申
請
17
件
分
を

増
額
す
る
。

・�

消
防
施
設
整
備
事
業

２
０
９
万
円

　

地
域
の
自
主
防
災
組
織

の
機
能
強
化
、
地
域
防
災

力
の
向
上
の
た
め
、
防
災

施
設
の
整
備
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
。

・
引
地
区

・
下
浅
津
区

・
白
石
区

・
松
崎
自
主
防
災
会

・�

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ふ
る

里
公
園
施
設
整
備
事
業

７
０
０
万
円

　

３
年
間
の
整
備
計
画

で
、
最
終
年
工
事
と
な
る
。

　

モ
ノ
ラ
イ
ダ
ー
の
修

繕
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
ト

イ
レ
改
修
、
屋
外
ポ
ー
ル

時
計
の
改
修
を
行
う
。

令和２年第１１回１２月定例会
　

令
和
２
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
11
日
か

ら
22
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
令
和
２
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
慎
重
に
審

議
し
、
提
案
さ
れ
た
31
議
案
す
べ
て
、
原
案

の
と
お
り
可
決
及
び
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
国
に
提
出
す

る
意
見
書
３
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

補
正
予
算

さ
ら
な
る
定
住
促
進
へ

マ
ス
タ
ー
ズ
に
向

け
最
終
段
階

泊
支
所
の
耐
震
化
に
あ
わ
せ

  
　
緊
急
避
難
場
所
へ
の
改
修
工
事
に
着
手再稼働を待つスーパースライダー

（潮風の丘とまり）

地
域
防
災
力
の
強
化
へ

緊急避難場所に改修着手
（泊支所）
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タ
ー
」
は
、
平
成
７
年
度

に
国
庫
補
助
を
受
け
整
備

し
、
管
理
は
羽
衣
石
区
に

委
託
し
て
き
た
。

　

今
後
は
、
自
治
公
民
館

と
し
て
羽
衣
石
区
に
無
償

譲
渡
す
る
。

☆�

湯
梨
浜
町
教
育
委
員
会

委
員
の
人
事
案
件
に
同

意
し
た
。　　

（
敬
称
略
）

◇
教
育
委
員

　
市
橋
　
善
則
　
（
小
鹿
谷
）

　　

任
期
は
、
令
和
２
年
12

月
25
日
か
ら
令
和
６
年
12

月
24
日
ま
で
。

☆�

湯
梨
浜
町
橋
津
財
産

区
、
宇
野
財
産
区
、
舎

人
財
産
区
、
東
郷
財
産

区
、
花
見
財
産
区
の
管

理
委
員
（
各
財
産
区
７

人
）
の
人
事
案
件
に
同

意
し
た
。

・�

予
防
接
種
事
業７１

６
万
円

　

乳
幼
児
の
予
防
接
種
の

う
ち
、
特
に
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
の
接
種
者
が
増
加
し

た
た
め
増
額
す
る
。

・�

森
林
景
観
対
策
事
業

１
６
０
万
円

　

ハ
ワ
イ
風
土
記
館
周
辺

の
荒
廃
竹
林
な
ど
を
伐
採

し
、
日
本
海
側
を
見
下
ろ

す
景
色
を
良
く
す
る
。

　

ま
た
、
森
林
機
能
の
適

正
な
維
持
を
は
か
る
。

・�

湯
梨
浜
町
土
地
開
発
公

社
事
業 

３
２
４
０
万
円

　

公
社
が
売
却
し
た
磯
な

ぎ
団
地
の
４
区
画
と
、
売

却
予
定
の
２
区
画
の
簿
価

と
販
売
価
格
の
差
額
を
補

て
ん
す
る
。

☆
財
産
の
無
償
譲
渡

　

「
羽
衣
石
交
流
セ
ン

・�

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

91
万
円

　

不
妊
治
療
に
よ
る
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
県
の
助
成
に
上
乗
せ

す
る
も
の
。

　

当
初
見
込
み
よ
り
申
請

が
多
い
た
め
、
特
定
不
妊
治

療
10
件
分
を
増
額
す
る
。

・�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

１
９
０
万
円

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

事
業
採
択
し
、
集
落
や
団

体
が
助
成
を
受
け
る
。

　

追
加
採
択
が
あ
っ
た
園

区
会
に
対
し
て
助
成
し
、

テ
レ
ビ
な
ど
の
備
品
整
備

を
行
う
。

人
事
案
件

備品整備で公民館活動を活性化へ
（園区公民館）

竹林を伐採して良好な景観保全

風
土
記
館
の
展
望
改
善

経
済
的
負
担
を
軽
減

そ
　
の
　
他

羽
衣
石
交
流
セ
ン
タ
ー

を
地
元
へ
譲
渡

乳
幼
児
の
健
康
を
守
る

園
区
が
追
加
採
択

販
売
価
格
の
差
額
補
て
ん徐々に販売が進む磯なぎ団地
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危
険
家
屋
に
つ
い

て
は
、
関
連
の
法
律

で
対
処
。

　

景
観
面
で
は
、
審
議
会
で

の
指
導
が
考
え
ら
れ
る
。

　
減
額
と
な
っ
た
主

な
要
因
は
。

　

返
礼
率
の
引
き
下

げ
、
人
気
の
高
い

二
十
世
紀
梨
が
揃
わ
な
か
っ

た
こ
と
、
サ
イ
ト
の
活
用
が

不
十
分
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

　
最
初
か
ら
梨
の
数

量
を
確
保
す
る
契
約

は
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

　

今
後
は
、
Ｊ
Ａ
に

一
定
数
の
確
保
を
要

請
し
て
い
く
。

　
太
陽
光
発
電
施
設

が
、
条
例
に
適
合
し

て
い
な
い
場
合
は
ど
う
な
る

の
か
。　

県
と
相
談
し
て
、

町
景
観
形
成
審
議
会

に
は
か
り
、
必
要
な
措
置
を

取
っ
て
い
く
。

　
す
で
に
基
準
を
超

え
た
施
設
に
つ
い

て
は
。　

指
導
、
助
言
程
度

で
、
撤
去
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。

　
耕
作
放
棄
地
は
対

象
に
な
る
の
か
。

　

景
観
法
だ
け
で
は

難
し
い
が
、
協
力
を

お
願
い
す
る
。

　
空
き
家
な
ど
は
、

こ
の
条
例
で
対
応
で

き
る
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
落
ち
込
む

答 問

総 務 産 業 常 任 委 員 会

☆
東
郷
湖
周
の
41
事
業
者

が
、
連
帯
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
対

策
を
徹
底
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
、
県
や
町
と
協

定
締
結
し
た
。

　
宣
言
施
設
に
は
、
ス
テ
ッ

カ
ー
が
掲
示
さ
れ
る
。

　
こ
の
宣
言
の
期
間

は
い
つ
ま
で
か
。

景
観
条
例
策
定
で
、

美
し
く
魅
力
的
な
町
へ

　

特
に
い
つ
ま
で
と

い
う
期
間
は
決
ま
っ

て
い
な
い
。

　
ス
テ
ッ
カ
ー
の
悪

用
は
心
配
な
い
か
。

　

宣
言
後
は
、
保
健

所
と
町
の
チ
ェ
ッ
ク

が
入
り
、
確
認
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

☆
現
状
は
、
湯
梨
浜
町
全
域
が
鳥
取
県
の
景
観
条
例
の
中

に
入
り
、
景
観
保
全
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
の
景
観
条
例
は
、
湯
梨
浜
町
の
自
然
景
観
の

保
全
に
取
り
組
み
、
湯
梨
浜
町
が
主
体
的
に
策
定
す
る

も
の
。

【
経
過
・
予
定
】

　
令
和
２
年
に
、
景
観
形
成
条
例
等
の
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
４
回
の
委
員
会
を
開
催
。
今
後
は
、
説
明
会
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
２
月
に
は
、
町
都
市

計
画
審
議
会
を
開
き
審
議
し
、
県
と
も
協
議
を
し
て
い
く

予
定
。

湖周の良好な景観形成へ（出雲山展望）

安全宣言で安心して店舗利用
（店舗に掲示されたステッカー）

答

問 答

答

問

問

安
心
観
光
・
飲
食

エ
リ
ア
宣
言

問 答

答問問

答 問

答
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大
幅
な
増
額
変
更

だ
が
、
当
初
か
ら
地

震
や
津
波
を
想
定
し
た
積
算

で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
当
初
は
一
般
的
な

耐
震
指
標
に
基
づ
き

設
定
し
て
い
た
。

　

今
回
、
緊
急
避
難
場
所
と

し
て
整
備
す
る
た
め
、
指
標

値
を
１
ラ
ン
ク
上
げ
て
、
当

初
６
７
０
０
万
円
か
ら
、

１
億
65
万
円
と
な
っ
た
。

　
法
定
耐
用
年
数
は

あ
と
一
年
だ
が
、
補

強
工
事
で
ど
れ
だ
け
延
び
る

の
か
。　

10
年
か
ら
15
年
延

び
る
と
想
定
し
て

い
る
。

響
に
よ
る
減
収
額
な
ど
を
勘

案
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
10
月
30
日
ま
で
の

設
備
投
資
は
、
減
収
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
上
限
を
設
け

て
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

交
付
金
を
見
込

み
、
３
人
が
設
備
投

資
し
て
い
る
が
、
申
請
者
は

２
人
。
も
う
１
人
が
申
請
し

な
い
理
由
は
。

　

制
度
設
計
に
不
満

を
抱
い
て
い
る
。 

　
町
は
、
こ
の
事
業

で
漏
れ
た
農
家
に

対
す
る
支
援
を
考
え
て
い

る
か
。　

特
に
考
え
て
い

な
い
。

　
修
繕
後
に
他
の
部

分
が
壊
れ
た
ら
、
ど

う
す
る
の
か
。

　

令
和
６
年
ま
で

は
、
大
き
な
修
繕
は

な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

修
繕
し
て
い
け

ば
、
令
和
６
年
以
降

も
続
け
て
い
け
る
の
で
は
。

　

手
入
れ
を
し
て
い

け
ば
、
建
物
自
体
は

引
き
続
き
使
用
可
能
と
考

え
る
。　

露
出
配
管
な
ら
安

く
な
る
の
で
は
。

　

見
た
目
の
問
題

と
、
凍
結
・
破
損

の
リ
ス
ク
も
あ
る
。
外
壁
の

防
水
層
を
保
護
す
る
必
要
も

あ
り
、
あ
ま
り
安
く
な
ら

な
い
。

　
修
繕
工
事
の
工
期

は
。

　

着
工
後
、
約
３
か

月
の
見
込
み
。

☆
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
価
格
低

下
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
果

樹
・
野
菜
・
花
き
な
ど
の
次

期
作
に
取
り
組
む
生
産
者
を

支
援
す
る
国
の
交
付
金
事

業
。

　
本
町
で
は
、
当
初
58
人
の

申
請
が
あ
っ
た
が
、
国
の
運

用
見
直
し
に
よ
り
21
人
に
減

少
し
た
。

　
運
用
見
直
し
の
内

容
は
。

　

当
初
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、
次
期
作
10

ア
ー
ル
当
た
り
５
万
円
の
定

額
給
付
か
ら
、
コ
ロ
ナ
の
影

☆
女
子
浴
室
シ
ャ
ワ
ー
の
給
湯
配
管
が
、
経
年
劣
化
に
よ

り
損
傷
し
、
休
業
し
て
い
る
。

　
１
８
０
０
万
円
を
か
け
て
修
繕
し
、
耐
用
年
数
で
あ
る

令
和
６
年
ま
で
運
営
す
る
案
と
、
現
状
と
今
後
の
経
費
を

勘
案
し
廃
止
す
る
案
が
、
町
か
ら
提
案
さ
れ
た
。

　
委
員
会
で
検
討
後
、
定
例
会
で
修
繕
費
は
認
め
ら
れ
、

存
続
に
向
か
っ
た
。

存続でも課題が残る
（ハワイゆ～たうん）

　
来
年
の
施
設
調
査

で
、
実
質
的
な
耐
用

年
数
が
分
か
る
か
。

　

専
門
の
診
断
を
受

け
る
が
、
ど
こ
ま
で

持
つ
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い

と
思
う
。

問

答

交
付
金
の
運
用
見
直
し

泊
支
所
耐
震
改
修
工
事

「
ハ
ワ
イ
ゆ
～
た
う
ん
」

　
　
存
続
・
廃
止
を
検
討

答 問 答 問答問

答 問答 問

答 問答 問

問答問答
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今
後
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
募

し
て
い
く
。

答

教 育 民 生 常 任 委 員 会

☆
泊
支
所
の
２
階
を
緊
急
避

難
場
所
と
す
る
た
め
、
耐
震

レ
ベ
ル
強
度
を
１
段
階
引
き

上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
工
事

費
が
３
３
０
０
万
円
ほ
ど
増

加
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
業
者
の
参
入

も
で
き
る
よ
う
工
事
を
分
割

発
注
と
し
た
。

　
耐
震
工
事
に
あ
わ

せ
て
、
山
陰
合
同
銀

行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
を
移
設
し
て

は
ど
う
か
。

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
を
検
討

　

で
き
る
限
り
残
す

方
向
で
、
山
陰
合
同

銀
行
と
協
議
し
て
い
く
。

　

銀
行
の
判
断
だ

が
、
費
用
対
効
果
を

考
え
る
と
難
し
い
の
で
は
な

い
か
。　

町
と
し
て
、
し
っ

か
り
意
見
を
言
っ
て

い
き
た
い
。

☆
第
８
期
計
画
の
骨
子
と
基
本
目
標
に
つ
い
て
、
推
進
委

員
会
で
案
を
提
示
し
て
承
認
さ
れ
た
。
計
画
の
構
成
は
、

７
期
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
災
害
・
感
染
症
対
策
に
係
る
体

制
の
整
備
を
追
加
す
る
予
定
。

　
ま
た
、
地
域
密
着
型
と
い
わ
れ
る
、
定
員
が
29
人
以
下

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
事
業
者
を
既
に
決

め
て
整
備
を
進
め
て

い
る
の
か
。

境港市に整備された「地域密着型特別
養護老人ホーム　みなと幸朋苑」

住民ニーズに応える受付窓口
（泊支所）

　
建
設
場
所
は
想
定

し
て
い
る
の
か
。

　

場
所
は
、
応
募
し

て
く
る
事
業
者
が
提

案
す
る
。

　

近
隣
の
自
治
体

で
、
地
域
密
着
型
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
整

備
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る

の
か
。

　
ま
た
、
建
設
費
用
の
補
助

は
あ
る
の
か
。

　

県
東
部
と
西
部
に

は
あ
る
が
、
中
部
地

区
に
は
な
い
。

　

鳥
取
県
の
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
を
使
っ
た
、
建
設

費
用
の
補
助
制
度
が
あ
る
。

　
地
域
密
着
型
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
整
備
す
る
か
し
な
い
か

で
、
第
８
期
計
画
の
保
険
料

が
変
わ
っ
て
く
る
。
保
険
料

が
比
較
で
き
る
よ
う
、
計
画

の
周
知
を
し
て
ほ
し
い
。

　

整
備
し
な
い
場
合

は
、
ほ
ぼ
据
え
置
き

の
保
険
料
に
な
る
と
思
う
。

　

整
備
し
た
場
合
と
、
し
な

い
場
合
の
保
険
料
を
算
定

し
、
周
知
し
て
い
く
。

　
修
学
旅
行
が
中
止

に
な
っ
た
が
、
代
わ

り
に
な
る
行
事
は
あ
っ
た

の
か
。　

小
学
校
は
県
内
実

施
に
切
り
替
え
、

羽
合
小
は
日
帰
り
、
東
郷

小
・
泊
小
は
１
泊
２
日
で

行
っ
た
。

　

中
学
校
は
３
年
生
を
対
象

に
、
お
小
遣
い
を
持
っ
て
グ

ル
ー
プ
で
町
内
を
め
ぐ
り
、

湯
梨
浜
の
思
い
出
づ
く
り
の

授
業
を
行
っ
た
。

問

問答

問

答

問答

介
護
保
険
料
へ
の
影
響
は

答

問答問

中
止
に
な
っ
た
修
学
旅
行

緊
急
避
難
場
所
を
整
備

問答
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耐
震
診
断
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
の
か
。

　
補
助
金
を
返
還
し
て
、
売

却
す
る
と
か
、
無
償
譲
渡
を

す
れ
ば
い
い
の
で
は
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
側
と
、
無
償

譲
渡
を
含
め
協
議
を
し
て
い

き
た
い
。

　
建
物
は
、
建
設
か

ら
40
年
近
く
経
っ
て

い
る
。
耐
震
基
準
は
満
た
し

て
い
る
の
か
。

　

耐
震
診
断
は
し
て

い
な
い
。

　

来
年
度
に
向
け
て
、
予
算

計
上
す
る
か
検
討
を
し
て

い
る
。

答

問

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

実
績
減
額
の
理
由
は

教 育 民 生 常 任 委 員 会

　

減
額
が
大
き
い

が
、
な
ぜ
か
。

　

委
託
期
間
の
実
績

ベ
ー
ス
で
精
算
す
る

契
約
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
休
校
と
な
り
減

額
し
た
。

　
利
用
し
て
い
る
児

童
は
何
人
か
。

　

東
郷
小
学
校
が

１
４
０
人
ぐ
ら
い
利

用
し
て
い
る
。

　

密
を
避
け
る
た
め
花
見
地

区
に
は
増
便
し
た
。

　
臨
時
休
校
は
想
定

外
な
の
で
、
補
て
ん

が
必
要
で
は
。

　

　

基
本
は
実
績
ベ
ー

ス
で
の
契
約
だ
が
、

想
定
外
の
休
校
な
の
で
、
委

託
業
者
と
協
議
し
て
補
て
ん

し
た
。

☆
令
和
３
年
３
月
１
日
か
ら
10
年
間
、
土
地
・
建
物
と
も

無
償
貸
し
付
け
す
る
。

シルバー人材センター会員による作業

通学に欠かせないスクールバス

☆
第
２
次
計
画
の
成
果
と
課

題
を
ふ
ま
え
、
令
和
３
年
度

か
ら
７
年
度
ま
で
の
５
年
間

の
教
育
施
策
の
方
向
性
を
示

す
「
第
３
次
湯
梨
浜
町
教

育
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定

し
た
。　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
の
着
任

と
任
期
は
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で

遅
れ
て
い
る
。
早
く

て
も
１
月
中
旬
頃
の
予
定
。

任
期
は
１
年
。

　
１
年
の
任
期
で
、

総
合
的
な
教
育
が
で

き
る
の
か
。

　

長
期
の
任
期
が
望

ま
し
い
が
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

本
人
の
意
向
も
あ
り
難
し

い
。

　
こ
れ
ま
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
機
材
整
備
に

か
な
り
の
経
費
を
か
け
て
き

た
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

　

児
童
生
徒
全
員
へ

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
備

や
、
学
校
内
の
通
信
環
境

な
ど
を
、
今
年
度
中
に
完
了

す
る
。

　

将
来
的
な
経
費
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
更
新
経
費
な
ど
が

見
込
ま
れ
る
。

　
家
庭
で
の
予
習
復

習
に
係
る
家
庭
の
負

担
は
。　

各
家
庭
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

必
要
と
な
る
。

　

将
来
的
な
課
題
と
し
て
、

協
議
検
討
し
た
い
。

問

問

答

問答

問答 答

教
育
施
策
の
方
向
性

を
示
す

旧
羽
合
幼
稚
園
舎
を
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
無
償
貸
し
付
け

問答

問答

問答

問

答
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陳 情 審 査 結 果  
常任委員会に付託した陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。

件　　　名 陳情者名 採決結果

保健所の機能強化を求める意見書の

提出について（陳情）
足羽　佑太

採　　択

全会一致

（国に意見書を提出）

地方消費者行政の拡充を求める意見

書の提出について（陳情）
足羽　佑太

採　　択

全会一致

（国に意見書を提出）

全国知事会の提言に基づき、新型コ

ロナウイルス禍における日米地位協

定の抜本的改定に取り組むよう国及

び関係機関への意見書提出について

の陳情

沖縄と連帯するとっとりの会

共同代表　　石田　正義　

　　　　　　一盛　　真

　　　　　　伊藤　英司

採　　択

全会一致

（国に意見書を提出）

検察官の定年延長に係る閣議決定の

撤回を求める意見書の提出について

（陳情）

足羽　佑太 継続審査

日本学術会議任命拒否問題に係る真

相究明等を求める意見書の提出につ

いて（陳情）

足羽　佑太 継続審査

本会議での採決結果
議案の内容

（○：賛成　×：反対など）

寺

地

浦

木

上

野

濱

中

河

田

増

井

光

井

松

岡

米

田

竹

中

会

見

結

果

議案第123号　令和２年度湯梨浜町

一般会計補正予算（第７号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

欠　

席

賛成９人

可　決

※議案の採決は、入江議長を除く１１人で行います。

※上記以外の議案は全会一致で可決及び同意しました。

12月定例会
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一般
   質問 町政を問う

12月定例会では、５人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。

質問者 質　問　事　項 ページ

河田　洋一 二十世紀梨栽培面積維持へ支援を ９

上野　昭二
過疎化・限界集落化へ取り組みを

１０
泊庁舎にＡＴＭ機の誘致を

松岡　昭博
収入保険で担い手育成を

１１
未利用地の管理をどうする

増井　久美
保育士採用増を

１２
町独自のＰＣＲ検査を

米田　強美
有害鳥獣対策、捕獲の強化を

１３
水路などの維持管理調整は町で

河
かわ

田
た

洋
よう

一
いち

全国で大人気の二十世紀梨の
生産に支援を

【
問
】
①
二
十
世
紀
梨
の
栽

培
面
積
維
持
や
後
継
者
確
保

が
重
要
な
課
題
。
他
の
品
種

か
ら
二
十
世
紀
梨
へ
の
植
え

替
え
に
、
既
存
園
の
改
植
や

果
樹
棚
の
更
新
に
支
援
が
で

き
な
い
か
。

②
二
十
世
紀
梨
ハ
ウ
ス
栽
培

に
お
け
る
被
覆
ビ
ニ
ー
ル

は
、
紫
外
線
や
汚
れ
の
た
め

に
３
年
が
交
換
の
目
安
と

な
っ
て
い
て
、
多
額
の
費
用

が
か
か
る
。

　
現
状
で
は
、
一
圃
場
に
つ

き
一
度
の
町
独
自
の
支
援
制

度
と
な
っ
て
い
る
。
２
回
目

以
降
の
交
換
に
も
支
援
が
で

き
な
い
か
。

【
町
長
】
①
町
で
は
、
県
の

事
業
の
ほ
か
「
湯
梨
浜
町
特

産
農
産
物
生
産
振
興
事
業
」

を
制
度
化
し
て
、
各
種
助
成

を
行
っ
て
い
る
。
露
地
の

二
十
世
紀
梨
の
支
援
で
は
、

部
分
的
な
改
植
や
棚
の
更

新
は
補
助
事
業
と
し
て
い

な
い
。

　

梨
生
産
面
積
は
年
々
減
少

し
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
を
維

持
す
る
に
は
新
植
だ
け
で
な

く
、
現
在
あ
る
果
樹
園
の
維

持
も
重
要
な
要
素
。
農
業
振

興
、
後
継
者
育
成
対
策
の
一

環
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

②
ビ
ニ
ー
ル
の
使
用
限
度
が

３
年
で
あ
る
こ
と
な
ど
も

考
慮
し
、
検
討
を
し
て
み

た
い
。

二十世紀梨栽培面積
　　　　　  維持へ支援を
町長 農業振興へ向けて検討する
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上
うえ

野
の

昭
しょう

二
じ

空き家や空き地の増加で過疎化に拍車（泊）

【
問
】
羽
合
地
域
の
新
興
住

宅
地
域
以
外
で
は
、
過
疎
化

や
限
界
集
落
化
が
進
み
、

全
町
的
に
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
疲
弊
し
つ
つ
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対

す
る
施
策
は
見
受
け
ら
れ

な
い
。

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
、
正
常
に
維
持
継
続
さ
せ

る
施
策
が
必
要
だ
と
思
う
が

所
見
を
問
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
都
市

部
で
は
地
方
へ
の
移
住
が
注

目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
過
疎
対
策
へ
の
新
た
な
一

手
と
し
て
、
留
学
制
度
の
導

入
を
９
月
の
一
般
質
問
で
提

案
し
た
が
、
そ
の
後
の
検
討

状
況
を
問
う
。

【
町
長
】
泊
地
域
で
は
、
小

さ
な
拠
点
整
備
、
中
央
公
民

館
泊
分
館
整
備
な
ど
を
進
め

て
い
る
。

　

東
郷
地
域
で
は
、
多
世
代

交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
る
り
ん

館
、
レ
ー
ク
サ
イ
ド
・
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
の
開
発
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
法

で
移
住
促
進
や
地
域
の
活
性

化
を
は
か
り
、
全
体
的
に
住

み
よ
い
町
を
つ
く
り
た
い
。

　

留
学
制
度
の
導
入
は
、
受

入
れ
体
制
な
ど
の
問
題
も
あ

り
、
困
難
で
あ
る
。

泊庁舎への移設が切望されるＡＴＭ機（泊）

【
問
】
地
方
銀
行
の
合
理
化

に
よ
り
、
泊
地
域
か
ら
銀
行

が
廃
止
と
な
っ
て
約
２
年
が

経
過
し
、
現
在
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現

金
自
動
預
け
払
い
機
）
の
み

稼
働
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
銀
行
が
い
つ
ま

で
も
建
物
を
残
し
、
維
持
管

理
経
費
を
か
け
る
と
は
考
え

ら
れ
ず
、
将
来
的
に
Ａ
Ｔ
Ｍ

撤
去
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
そ
う
な
れ
ば
、
地
域
住
民

へ
の
影
響
は
大
き
い
。

　
泊
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事

に
あ
わ
せ
て
、
１
階
玄
関
付

近
の
一
角
へ
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
を
誘

致
し
、
地
域
住
民
の
利
便
性

の
維
持
を
は
か
っ
て
は
ど
う

か
。

【
町
長
】
泊
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
つ

い
て
は
、
二
度
ほ
ど
銀
行
と

話
を
し
た
。
利
便
性
を
考
え

る
と
存
続
し
て
ほ
し
い
が
、

経
費
も
か
か
る
た
め
、
今
後

ど
ん
な
方
法
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
維

持
し
て
い
け
る
か
を
協
議
し

て
い
る
。

　

利
用
実
績
で
判
断
さ
れ
る

の
で
、
区
民
の
方
に
は
利
用

し
て
ほ
し
い
。
今
後
、
区
長

会
で
も
お
願
い
し
て
い
く
。

　

総
合
的
な
こ
と
を
考
え
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

泊
庁
舎
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
の
誘
致
を

町長

協
議
を
続
け
て
い
く

過疎化・限界集落化へ
　　　　　　  取り組みを
町長 さまざまな取り組みで対応
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収入保険の対象リスク

【
問
】
農
業
者
は
減
少
し
、

耕
作
放
棄
地
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
農
業

の
ま
す
ま
す
の
衰
退
が
懸
念

さ
れ
る
。

　
農
業
の
維
持
・
発
展
の
た

め
に
は
、
担
い
手
農
家
の
育

成
と
、
そ
の
こ
と
が
進
ま
な

い
地
域
で
は
農
地
を
保
全
す

る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が

必
要
と
思
う
。

①
担
い
手
農
家
を
育
成
す
る

た
め
、
農
業
者
の
収
入
減
少

を
補
填
す
る
収
入
保
険
の
保

険
料
を
全
額
負
担
し
て
は
ど

う
か
。

②
担
い
手
農
家
の
育
成
が
進

ま
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
ど
の

よ
う
に
し
て
水
田
を
守
ろ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
①
保
険
は
、
個
人

資
産
を
保
全
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。
担
い
手
育
成
と

は
い
え
、
保
険
料
の
全
額
を

町
が
負
担
す
る
こ
と
は
、
い

か
が
な
も
の
か
と
考
え
る
。

　

国
際
情
勢
や
社
会
情
勢
な

ど
で
、
農
産
物
の
価
格
が
影

響
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
、

農
業
共
済
か
ら
切
り
替
え
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

で
、
担
い
手
の
育
成
を
支
援

し
て
い
き
た
い
。

　

地
域
農
業
再
生
協
議
会
の

中
に
、
水
田
対
策
部
会
を
設

け
、
課
題
・
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

松
まつ

岡
おか

昭
あき

博
ひろ

収入保険で担い手育成を

集落内の赤線（浅津地区）

未
利
用
地
の
管
理
を
ど
う
す
る

町長

行
政
財
産
、
普
通
財
産
管
理
、

　
　
　
　
　
　
　
柔
軟
に
対
応

【
問
】
町
所
管
の
土
地
は
、

施
設
の
用
地
や
跡
地
、
町

道
、
そ
し
て
赤
線
、
青
線
ま

で
多
く
あ
る
が
、
未
利
用
地

に
は
管
理
が
行
き
届
か
ず
、

周
辺
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

①
未
利
用
地
が
多
く
あ
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

　
ま
た
、
そ
れ
ら
が
未
利
用

の
間
は
、
施
設
や
土
地
の
管

理
は
ど
う
す
る
の
か
。

②
集
落
間
の
旧
道
で
も
、
緊

急
時
に
県
道
の
代
替
え
と
し

て
必
要
な
道
路
は
、
日
頃
か

ら
十
分
管
理
を
し
て
お
く
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

【
町
長
】
①
行
政
財
産
は
、

利
用
目
的
に
従
っ
て
継
続
使

用
管
理
し
て
い
る
。
普
通
財

産
は
、
町
民
の
方
、
事
業
者

の
方
な
ど
か
ら
の
利
用
相
談

に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。　

　

未
利
用
地
に
つ
い
て
は
、

所
管
課
が
管
理
し
て
い
る

が
、
取
り
組
み
が
十
分
で
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

②
町
道
は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
る
が
、
管
理

延
長
が
２
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
あ
り
、
状
況
把
握
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
に
、
県
が
道

路
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入

予
定
で
あ
り
、
活
用
方
法
を

検
討
し
て
み
た
い
。

町長 収入保険は個人負担が原則
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保育士の増員が課題

【
問
】
①
た
じ
り
こ
ど
も
園

の
基
本
計
画
に
着
手
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
開
所
予
定

は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

②
保
育
士
が
足
り
な
い
と
い

う
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
足
り
な

い
の
か
。
特
に
羽
合
地
域
の

子
ど
も
が
希
望
す
る
園
に
入

れ
な
い
。
保
育
士
不
足
を
解

消
す
る
た
め
に
、
打
開
策
は

あ
る
の
か
。

③
「
町
ふ
る
さ
と
人
材
育
成

奨
学
支
援
助
成
金
」
の
制
度

が
あ
る
が
、
町
の
保
育
士
採

用
に
効
果
は
あ
っ
た
の
か
。

　
効
果
が
な
い
場
合
は
、
制

度
を
見
直
し
て
、
保
育
士
採

用
の
枠
を
増
や
す
努
力
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
①
旧
北
溟
中
の
解

体
工
事
を
考
慮
す
る
と
、
令

和
６
年
度
に
開
所
予
定
。
別

の
場
所
と
な
れ
ば
用
地
買

収
、
農
地
転
用
の
作
業
な
ど

で
、
さ
ら
に
１
年
延
長
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

②
家
庭
内
保
育
の
推
進
も
、

対
応
策
の
一
環
。
待
遇
の
改

善
も
は
か
っ
て
き
た
。
人
材

育
成
の
研
修
、
園
行
事
の
実

施
方
法
の
見
直
し
な
ど
、
魅

力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
向
け

環
境
整
備
を
進
め
た
い
。

③
こ
の
助
成
制
度
は
県
の
制

度
を
補
完
、
上
乗
せ
す
る
も

の
だ
が
、
保
育
士
の
利
用
は

な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
広
報
媒

体
を
活
用
し
、
利
用
を
促
し

た
い
。

増
ます

井
い

久
く

美
み

ＰＣＲ検査を行う鳥取県衛生環境研究所
（南谷）

【
問
】
①
コ
ロ
ナ
禍
は
第
３

波
が
来
て
い
る
。
介
護
施

設
、
障
害
者
施
設
、
学
校
、

こ
ど
も
園
、
学
童
保
育
な
ど

を
対
象
に
、
町
独
自
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
し
て
は
ど
う
か
。

②
年
末
に
は
帰
省
者
が
増
え

る
。
成
人
式
も
行
わ
れ
る
。

移
動
の
不
安
を
解
消
し
、
感

染
防
止
の
た
め
に
も
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
費
用
を
助
成
し
、

ふ
る
さ
と
に
帰
る
人
を
応
援

し
て
は
ど
う
か
。

③
個
人
で
行
う
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

は
約
２
～
３
万
円
か
か
り
、

中
部
に
は
公
的
な
検
査
体
制

が
な
い
。
県
に
対
し
体
制
拡

充
と
無
料
化
を
要
請
し
て
ほ

し
い
。

【
町
長
】
①
早
期
発
見
、
感

染
抑
制
に
は
一
定
の
効
果
は

認
め
る
が
、
単
町
で
の
実
施

で
は
効
果
は
限
定
的
だ
と
考

え
る
。
医
療
圏
域
で
の
取
り

組
み
な
ら
、
歩
調
を
合
わ

せ
る
。

②
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
地

域
の
方
は
、
慎
重
な
配
慮
が

望
ま
れ
る
。
抗
原
検
査
の
医

療
機
関
も
ほ
と
ん
ど
公
開
さ

れ
て
お
ら
ず
、
受
け
皿
の
問

題
で
も
困
難
。

③
県
は
相
談
体
制
を
整
え
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
・
抗
原
検
査
を

受
け
ら
れ
る
機
関
は
複
数
あ

る
。
行
政
検
査
は
現
在
の
体

制
を
変
え
る
予
定
は
な
い
。

　

無
料
化
は
、
進
め
に
く
い

状
況
に
あ
る
。

町
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

町長

町
単
独
で
は
、
効
果
は
限
定
的

保育士採用増を
町長 魅力ある職場の環境整備をはかる
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人とイノシシの知恵くらべ
（花見地域）

【
問
】
温
暖
化
の
影
響
か
、

野
生
鳥
獣
が
増
加
し
て
い
る
。

①
新
規
の
狩
猟
免
許
取
得
者

は
増
え
て
い
る
か
。
狩
猟
活

動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。　
　

　
ま
た
、
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
に
補
助
者
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

②
罠
の
見
回
り
軽
減
に
向

け
、
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対

策
交
付
金
を
利
用
し
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
な
ど
の
新
技
術
を
導
入
し

た
「
ス
マ
ー
ト
捕
獲
」
に
取

り
組
ん
で
は
。

③
狩
猟
者
に
捕
獲
を
依
頼
し

た
が
、
罠
（
檻
）
が
足
り
な

い
た
め
、
地
域
で
購
入
し
た

と
こ
ろ
が
あ
る
。
イ
ノ
シ
シ

の
数
の
増
加
に
合
わ
せ
、
檻

の
確
保
を
要
望
す
る
。

【
町
長
】
①
狩
猟
免
許
取
得

者
は
、
平
成
27
年
か
ら
毎
年

１
人
か
ら
３
人
程
度
取
得
さ

れ
、
現
在
30
人
が
取
得
さ
れ

て
い
る
。

　

補
助
者
は
捕
獲
に
関
す
る

作
業
は
で
き
な
い
。
有
資
格

者
を
法
律
の
範
囲
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
体
制
づ
く
り
を

考
え
て
い
る
。

②
ス
マ
ー
ト
捕
獲
に
つ
い
て

は
、
実
際
の
状
況
が
ど
う
な

の
か
研
究
が
必
要
。

　

対
策
交
付
金
事
業
に
よ
る

実
証
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
み
た
い
。

③
檻
は
現
在
28
台
導
入
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
台
数
を
増

や
す
予
定
で
あ
る
。

有害鳥獣対策、捕獲の強化を
町長 捕獲強化に努める

米
よね

田
だ

強
つよ

美
み

用水路の適正な維持管理が大切
（門田）

水
路
な
ど
の
維
持
管
理

　
　
　
　
　
　

 

調
整
は
町
で

町長

適
正
な
管
理
を
行
う

【
問
】
水
路
な
ど
の
法
定
外

公
共
物
は
、
市
町
村
の
財
産

と
な
っ
た
が
、
利
用
状
況
に

よ
り
地
域
や
農
業
者
（
土
地

改
良
区
）
が
か
か
わ
っ
て
お

り
、
責
任
範
囲
に
お
い
て
も

明
確
な
線
引
き
は
困
難
だ
と

感
じ
る
。

①
町
が
率
先
し
て
負
担
や
管

理
の
調
整
を
行
う
べ
き
だ
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

　
ま
た
、
規
模
の
大
き
な
水

路
の
清
掃
は
地
元
住
民
で
は

困
難
だ
と
感
じ
る
。
町
の
支

援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

②
県
か
ら
町
に
譲
与
さ
れ
た

造
成
地
が
あ
る
。
東
郷
土
地

改
良
区
と
の
維
持
管
理
範
囲

は
明
確
か
。

【
町
長
】
①
規
模
の
大
き
い

水
路
は
準
用
河
川
に
指
定

し
、
町
が
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
他
の
水
路

は
、
受
益
者
で
あ
る
地
域
住

民
の
方
々
に
維
持
管
理
を
お

願
い
し
て
い
る
。

　

な
お
、
農
業
用
排
水
路
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
受

益
者
の
２
割
負
担
で
事
業
が

で
き
る
よ
う
改
善
さ
れ
た
。

　

区
長
会
な
ど
で
報
告
し
軌

道
に
乗
せ
た
い
。

②
平
成
19
年
に
譲
与
契
約
さ

れ
、
本
町
の
定
め
る
法
定
外

公
共
物
に
関
す
る
事
務
取
扱

要
領
に
よ
り
、
土
地
改
良
区

で
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
。

※
米
田
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
景
観
改
善
」
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。
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ハウス栽培の収益確保

漏水対策と水道管の更新計画　　区長への住民情報の提供　

問

答

問

答

ブドウを農家経営として成り立たせるために、

ブドウにプラス何かの産業が必要だと思う。

行政や農協と一緒に補助金なども含めて、強

力に支援していきたい。

区長には転入者の電話番号を知らせてもらい

たい。

個人情報にかかわることであるが、担当課に

話をしてみたい。

【担当課回答】チラシを配るなど、転入者の理

解を得るように考えている。

　　　　　　　　　　　　　　　　

ＰＦＩ方式で事業を発注されると、すべて町外

業者になるのではと心配している。町内業者

の育成をふまえ、議会の考え方を聞きたい。

※ＰＦＩとは・・・民間の資金と経営・技術能

力を活用し、公共施設などの設計、建設、維

持管理などを行う公共事業の手法。

議会としても、地元業者が参入できるように行

政に申し入れる。

【担当課の対応】 町内業者が参入できるように

仕様書にも明記していきたい。

老朽化した町営住宅を分譲したら、その数だ

け新規に建て、住民を増やすことを考えてほ

しい。

過疎法で有利な補助金を利用しながら取り組ん

でいきたい。

泊地域には商店がない。今後のまちづくりを

どう考えるのか。

移動販売車が２台増える予定。今後も地域の

ニーズに応じた施策の展開が必要だと思う。

町内の漏水状況は。また、今後の水道管の更

新計画は。

漏水を少なくして、有水率を上げていく取り組

みを続けている。

水道管の更新は、水道ビジョンに従って取り組

んでいる。

コロナ禍で事業所の負担も大きく、それも加

味したとのことだが、どのように加味された

のか。

多量に水を使用される事業者については、基本

料金の率を下げての対応と聞いている。

観光にかかわる担当課、観光協会のスタッフ

が圧倒的に少ない。増員をして、充実させれ

ばと思うが。

所管課を含めて聞いてみたい。

【担当課回答】現状の業務において、人員は不

足していないと認識している。

　８回目となる「住民と議会の意見交換会」を令和２年11月４日（泊地域）、５日（東郷地域）、６日

（羽合地域）の３会場で開催しました。

　今回は、新型コロナウイルス感染症対策のため、時間を短縮して行いましたが、議会・町政に対し

て多くのご意見・提言をいただきました。皆さんからいただいたご意見と回答を紹介します。 旧東郷中学校の跡地利用

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

子育て拠点の設置　

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

まちづくり計画にあたり、議会として長期的

な考え方を示せるか。

議会も研究・検討を重ね、行政とともに先を

見通せる明るい計画が示せるよう頑張ってい

きたい。

校庭の活用として、災害などに備えた資材、

食料などの保管庫を建設しては。

跡地利用については、今後検討を進めていく。

建物の周囲へ、防護フェンス設置の必要性

は。

囲った場合に、閉塞感の問題もある。しばら

く様子をみたい。

クラブの運営が、４人の支援員で足りるのか

心配している。

運営基準に沿った人数となっている。支援員

の現状を聞く必要もある。検討していく。

たじりこども園の検討委員会が立ち上がった

が、住民の意見を反映してほしい。

検討委員会の提言が出てから、それを踏まえ

次の段階となる。

保育士不足の手立てを含めて新設を考えてほ

しい。

保育士不足解消は、取り組まなくてはならな

い。

保育士不足で、泊地域のこども園に入れない

人があった。なるべく早く、一時的にあさひ

こども園に統合してはどうか。

現在検討していない。委員会の中で、行政の

報告を受けてから検討する。

全遊具を補修するのか。

修理ではなく、老朽化している遊具を撤去し

て新しい遊具を新設。

運動公園全体の活用方法ビジョンは。

サッカーや野球は試合があれば賑わいがあ

る。普段の公園活用は、委員会で協議した

い。

　　　　　

旧北溟中跡地に計画されている、たじりこど

も園に隣接した形で、子育て拠点施設を設置

してはどうか。

たじりこども園は現在検討中であり、支援セ

ンターなどの子育て拠点施設については、今

後行政とも検討していきたい。

　　　　　　　　　　　　　

中学校建設前に、通学路に関する要望などが

多く出されたが、開校後はどうか。

通学路への街灯設置や歩道整備は、現在も順

次着々と進められている。

　　　　　　　　　

通学路の街路灯設置など、要望事項がある場

合はどうすればいいのか。

要望などがあれば、保護者会や学校を通し

て、役場に要望してもらえばと思う。

報告事項の中で、議会の行政に対するチェッ

クなどの有効性を聞きたい。

意見交換会の前段は議決の報告、後段は住民

から地域の問題点などを聞くことを主題とし

ている。

【今後の対応】 意見交換会のあり方について、

協議を進めていく予定。

問

問

答

答

上下水道料金の改定　　

観光行政　　

長期的なまちづくり　　

町営住宅の建設　

泊の人口問題　

過疎化対策　

湯梨浜中学校の通学路整備　

街路灯設置要望の方法　

意見交換会の報告事項

羽合第２放課後児童クラブ　

新設こども園　

泊地域のこども園

東郷運動公園の遊具　
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住民と議会の意見交換会を開催しました

ハウス栽培の収益確保

漏水対策と水道管の更新計画　　区長への住民情報の提供　

問

答

問

答

ブドウを農家経営として成り立たせるために、

ブドウにプラス何かの産業が必要だと思う。

行政や農協と一緒に補助金なども含めて、強

力に支援していきたい。

区長には転入者の電話番号を知らせてもらい

たい。

個人情報にかかわることであるが、担当課に

話をしてみたい。

【担当課回答】チラシを配るなど、転入者の理

解を得るように考えている。

　　　　　　　　　　　　　　　　

ＰＦＩ方式で事業を発注されると、すべて町外

業者になるのではと心配している。町内業者

の育成をふまえ、議会の考え方を聞きたい。

※ＰＦＩとは・・・民間の資金と経営・技術能

力を活用し、公共施設などの設計、建設、維

持管理などを行う公共事業の手法。

議会としても、地元業者が参入できるように行

政に申し入れる。

【担当課の対応】 町内業者が参入できるように

仕様書にも明記していきたい。

老朽化した町営住宅を分譲したら、その数だ

け新規に建て、住民を増やすことを考えてほ

しい。

過疎法で有利な補助金を利用しながら取り組ん

でいきたい。

泊地域には商店がない。今後のまちづくりを

どう考えるのか。

移動販売車が２台増える予定。今後も地域の

ニーズに応じた施策の展開が必要だと思う。

町内の漏水状況は。また、今後の水道管の更

新計画は。

漏水を少なくして、有水率を上げていく取り組

みを続けている。

水道管の更新は、水道ビジョンに従って取り組

んでいる。

コロナ禍で事業所の負担も大きく、それも加

味したとのことだが、どのように加味された

のか。

多量に水を使用される事業者については、基本

料金の率を下げての対応と聞いている。

観光にかかわる担当課、観光協会のスタッフ

が圧倒的に少ない。増員をして、充実させれ

ばと思うが。

所管課を含めて聞いてみたい。

【担当課回答】現状の業務において、人員は不

足していないと認識している。

　８回目となる「住民と議会の意見交換会」を令和２年11月４日（泊地域）、５日（東郷地域）、６日

（羽合地域）の３会場で開催しました。

　今回は、新型コロナウイルス感染症対策のため、時間を短縮して行いましたが、議会・町政に対し

て多くのご意見・提言をいただきました。皆さんからいただいたご意見と回答を紹介します。 旧東郷中学校の跡地利用
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答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

まちづくり計画にあたり、議会として長期的

な考え方を示せるか。

議会も研究・検討を重ね、行政とともに先を

見通せる明るい計画が示せるよう頑張ってい

きたい。

校庭の活用として、災害などに備えた資材、

食料などの保管庫を建設しては。

跡地利用については、今後検討を進めていく。

建物の周囲へ、防護フェンス設置の必要性

は。

囲った場合に、閉塞感の問題もある。しばら

く様子をみたい。

クラブの運営が、４人の支援員で足りるのか

心配している。

運営基準に沿った人数となっている。支援員

の現状を聞く必要もある。検討していく。

たじりこども園の検討委員会が立ち上がった

が、住民の意見を反映してほしい。

検討委員会の提言が出てから、それを踏まえ

次の段階となる。

保育士不足の手立てを含めて新設を考えてほ

しい。

保育士不足解消は、取り組まなくてはならな

い。

保育士不足で、泊地域のこども園に入れない

人があった。なるべく早く、一時的にあさひ

こども園に統合してはどうか。

現在検討していない。委員会の中で、行政の

報告を受けてから検討する。

全遊具を補修するのか。

修理ではなく、老朽化している遊具を撤去し

て新しい遊具を新設。

運動公園全体の活用方法ビジョンは。

サッカーや野球は試合があれば賑わいがあ

る。普段の公園活用は、委員会で協議した

い。

　　　　　

旧北溟中跡地に計画されている、たじりこど

も園に隣接した形で、子育て拠点施設を設置

してはどうか。

たじりこども園は現在検討中であり、支援セ

ンターなどの子育て拠点施設については、今

後行政とも検討していきたい。

　　　　　　　　　　　　　

中学校建設前に、通学路に関する要望などが

多く出されたが、開校後はどうか。

通学路への街灯設置や歩道整備は、現在も順

次着々と進められている。

　　　　　　　　　

通学路の街路灯設置など、要望事項がある場

合はどうすればいいのか。

要望などがあれば、保護者会や学校を通し

て、役場に要望してもらえばと思う。

報告事項の中で、議会の行政に対するチェッ

クなどの有効性を聞きたい。

意見交換会の前段は議決の報告、後段は住民

から地域の問題点などを聞くことを主題とし

ている。

【今後の対応】 意見交換会のあり方について、

協議を進めていく予定。

問

問

答

答

上下水道料金の改定　　

観光行政　　

長期的なまちづくり　　

町営住宅の建設　

泊の人口問題　

過疎化対策　

湯梨浜中学校の通学路整備　

街路灯設置要望の方法　
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　私は大阪から８年前に農業を始めるた

めに移住してきました。それまでは庭木

に水やりもしたことがないサラリーマン

でしたが、１年半農業研修を受けて、土

いじりを始めると、とにかく楽しくて多

くの人に喜んでもらえるであろうイチゴ

作りに決め湯梨浜町で就農しました。

　湯梨浜町は海が近いので、時間を見つ

けては趣味のサーフィンを楽しんでいま

す。「イチゴ時々サーフィン」って感じで

す。奥さんは、「サーフィン時々イチゴ

ちゃうのん？」って笑っていますが…。

　鳥取に来てから私は農業とサーフィン

で、奥さんは農業女子が集まった

Ａ-Nyovaでマルシェに参加したり、湯梨

浜町が主催するココカラ体操や、あやめ

池のヨガや、年甲斐もなくボクササイズ

で体を動かすと共に、多くの友達作りに

励んでいます。

　会社員時代は残業、外食の毎日で、不

規則な生活をしていたのが、鳥取に来て

から適度な運動と規則正しい食事をする

ようになり、日増しに健康になりました。

　やはり都会の生活は便利です。大阪で

遊びに行きたければＵＳＪをはじめ娯楽

施設が身近にいっぱいありますし、買い

物をするのにも、食事をするのにも事欠

きません。交通機関も近場であろうが遠

方であろうが都合さえつけばいつでも行

けます。

　ここ湯梨浜町に移住してきて、つくづ

く感じるのは、今までの都会生活は便利

な反面、誘惑やストレスが日々のしかか

る生活だと言えるでしょう。コロナの影

響で、経済活動や生活が制限された状況

ではなおさらでしょう。

　仕事もリモートで事足りる企業や個人

事業主が、都会で商売する矛盾点に気づ

いて、湯梨浜町に移転するようになれ

ば、皆幸せに暮らせるのにと実感してい

ます。

松山　俊男 さん（旭）


